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附属義務教育学校のさらなる飛躍のために 

～後期課程校舎改修に伴う寄附金ご協力のお願い～ 

 

 時下、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は福井大学の活動に格別のご高配、ご支援を

賜り厚く御礼申し上げます。 

 

 さて、福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程校舎は独立開校して以来の老朽化した建物です。そ

こで、耐震補強を含め、令和 4 年 9 月から令和 5 年 3 月の約半年をかけて、建物の改修工事を行ってお

ります。 

 

 福井大学は、令和 4 年度より総合大学で唯一の“教員養成フラッグシップ大学”に指定され、日本の教

員養成システムをリードしていく立場となりました。これに伴い、附属義務教育学校は新しい教員養成の

実践の場としての役割がこれまで以上に重要になっていきます。そこで、この改修の機会に附属義務教育

学校校舎を教員養成フラッグシップ大学にふさわしい校舎へと整備したいと考えています。 

 

 つきましては、生徒たちの学習環境を、教員養成フラッグシップ大学の附属学校と胸を張って言えるよ

うに、またできるだけ新しい教育に対応できるように整備したく、後期課程校舎改修に伴う理科室（多機

能プロジェクトルーム）整備およびＩＣＴ機器整備 4,000万円を目標として、「附属義務教育学校応援募

金」を開始させていただきたく、皆様のご協力をお願いするものです。 

 附属義務教育学校の発展のために、今一度のご協力とご支援をなにとぞお願いいたします。 

 

なお、ご寄附に関する詳細は同封の募金趣意書をご覧ください。福井県ふるさと納税を利用してご寄附

いただく際には、附属義務教育学校ホームページに「福井県ふるさと納税の具体のお手続きポイント」

（http://www.f-edu.u-fukui.ac.jp/~fuzoku-g/link/）を掲載しましたのでご参照ください。 

問い合わせ先：福井大学附属学園寄附金事務室（附属義務教育学校校舎改修に関すること） 

TEL：0776-22-7171  E-MAIL：sfuzoku-k@ad.u-fukui.ac.jp 

福井大学基金事務局（寄附手続きに関すること） 

TEL：0776-27-9903  E-MAIL：kikin@ad.u-fukui.ac.jp 



校舎改修に伴い「理科室」の枠を越えた多機能プロジェクトルームを設置 

－未来を担う人材を育む新しい教育環境の実現へ－ 

 

             福井大学教育学部附属義務教育学校長  牧田 秀昭 

 

本校は、伝統的に知識注入型の講義形式の授業だけではなく、自分たちで課題を見

つけ、知恵を出し合い、議論しながら解決に向かう「協働探究」による「プロジェク

ト型学習」を柱に教育活動を展開しております。国においても、今回の学習指導要領

改訂で全ての校種で推進することを決定したところであり、国内はもとより、国外か

らも国家レベルの視察団が訪れるなど、本校は文字通りパイロット校としての役割を

果たしています。 

 このような中、今回の後期課程校舎改修に伴い「協働探究」をより効率的に実現さ

せるため、理科室において機能的な学習環境とデジタル機器等を整備し、未来を担う

「附属らしい」主体的・創造的な人材の育成を行っていきたいと考えております。 

 

 具体的には、教師の指示に従うだけでなく、生徒たち自らが実験・観察内容やその

方法を創出していく力を育成するため、実験・観察機材が一望できるような環境を準

備するとともに、教師との距離を縮め、落ち着いた学習環境と実験・観察の効率性の

両立を行っていきます。さらに、プロジェクターを複数台設置し、多元的な生徒たち

のプレゼンテーションを可能にするほか、正面の壁全面をホワイトボードとし、大画

面で臨場感あふれる映像を映し出します。 

 また、この理科室は、活動内容によってどの様な机の配置も可能とし、理科のみな

らず、生徒主体の学びを推進するために様々な活動にフル稼働している「プロジェク

トルーム畷」のように活用していきたいと考えています。 

 

将来的には、さらにＡＩを含む高機能な機器を整備して教育におけるＤＸを先導す

る役割を果たし、Society5.0に対応する人材を育んでいきたいと考えておりますので、

ぜひともこのような理科室設置にお力をお貸しいただきたいと思います。  

 

【図 理科室の完成イメージ 



【募金の概要】 

 

名  称：附属義務教育学校応援募金 

 

目  的：附属義務教育学校後期課程校舎改修に伴う理科室やＩＣＴ機器の整備 

 

事 業 費：４，０００万円 

     （理科室整備 ３，０００万円、ＩＣＴ機器整備 １，０００万円） 

 

募集期間：令和７年３月まで 

  

募金方法：別添の振込用紙またはインターネットによる振込み 

①福井大学基金（羽ばたけ基金）への振込み 

 

②福井県ふるさと納税（県内大学の魅力向上応援） 

 寄付額の１／５は福井県の県内大学の連携事業に活用されます。 

 

・ご寄附に関する詳細は同封の募金趣意書をご覧ください。 

福井大学基金（羽ばたけ基金）及び福井県ふるさと納税（県内大学の魅力向上応援）へ

のご寄附は、税制上の優遇措置が受けられます。（趣意書裏面「募金（ご寄附）のお手続き

方法」の［税制上の優遇措置］を参照してください。 

また、ふるさと納税によるご寄附をインターネットで行われる場合は、別添資料「福井県

ふるさと納税の具体のお手続きポイント」（本校ホームページ上部にあるリンクの中にも掲

載されています http://www.f-edu.u-fukui.ac.jp/~fuzoku-g/link/）または福井大学基

金のホームページ URL（https://www.u-fukui.ac.jp/kikin/furusato/）の［お手続きの

ポイント］もご参照ください。 

 

※振込用紙をご利用の場合、「福井大学基金」の振込用紙は、通信欄⑦附属学園の応援〔畷の

会〕の横に、卒業回（○○回卒、または○○年卒）をご記入ください。 

 また、「福井県ふるさと納税寄附金」の振込用紙は、ふるさとの応援メッセージ欄の「畷の

会」に続き、卒業回（○○回卒、または○○年卒）をご記入ください。 

 

・ご厚志に対する謝意 

10 万円以上のご寄附の方には、ご芳名を福

井大学教育学部附属義務教育学校内のご芳

名板に刻み、末永く顕彰させていただきま

す。 

 

【芳名板イメージ図】 

 

福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子

福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社

〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎

福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子

福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社

〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 〇〇〇〇株式会社

福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子

福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社

〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 〇〇〇〇株式会社 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎

福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 〇〇〇〇株式会社

福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社

〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎 福　 井　 花　 子 〇〇〇〇株式会社 福　 井　 太　 郎

「附属学園の応援」事業寄附者御芳名
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